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貴
重
な
記
録
『
畠は

た
け

村む
ら

萬よ
ろ
ず

附つ
け

留と
め

日に
っ
き記
』

　
現
在
、
本
市
の
サ
ブ
拠
点
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い

る
「
福
江
」
地
区
で
す
が
、
そ
の
ま
ち
の

名
は
、
１
３
０
年
前
に
付
け
ら
れ
た
も
の

で
す
。
そ
れ
ま
で
の
福
江
は
、「
畠は
た
け」
と

呼
ば
れ
、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
維
新
期
の

福
江
校
区
に
は
、
畠
村
・
向
山
村
・
保
美

村
が
あ
り
、
明
治
22
（
１
８
８
９
）
年
の

市
町
村
制
施
行
の
際
に
、
上
記
の
３
村
に

亀
山
村
を
加
え
て
合
併
を
す
る
こ
と
と
な

り
、
考
案
さ
れ
た
村
名
が
「
福
江
」
で
し

た
。
こ
の
合
併
で
中
心
的
な
役
割

を
担
っ
た
畠
村
は
、
江
戸
時
代
に

は
大お
お

垣が
き

新し
ん

田で
ん

藩は
ん

の
支
配
陣
屋
が
置

か
れ
、
合
併
の
頃
に
は
、
港
を
中

心
に
商
店
街
が
形
成
さ
れ
る
ほ
ど

に
繁
栄
し
て
お
り
、
当
時
の
人
た

ち
が
、
免
々
田
川
の
河
口
に
広
が

る
天
然
の
入
江
を
要
し
、
港
を
中

心
に
こ
れ
か
ら
も
村
が
栄
え
て
い
く
よ
う

に
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
入
江
を
意
味

す
る
「
江
」
に
縁
起
の
良
い
「
福
」
と
い

う
字
が
当
て
ら
れ
て
「
福
江
」
と
い
う
名

前
に
な
り
ま
し
た
。

　
そ
ん
な
畠
村
に
は
、
江
戸
～
明
治
時
代

に
書
か
れ
た
古
文
書
が
多
く
残
さ
れ
、
中

で
も
今
回
紹
介
す
る『
畠
村
萬
附
留
日
記
』

は
、
大
変
貴
重
で
す
。
こ
の
日
記
は
、
タ

イ
ト
ル
の
通
り
、
畠
村
の
日
々
の
出
来
事

が
何
で
も
書
き
留
め
ら
れ
た
村
日
記
の
よ

う
な
も
の
で
す
。
江
戸
中
期
（
享
保
・
元

文
の
頃
）
か
ら
幕
末
、
明
治
、
大
正
５

（
１
９
１
６
）年
ま
で
が
確
認（
１
４
５
冊
）

で
き
ま
す
が
、
書
い
て
い
た
人
は
、
不
明

で
す
。
あ
る
年
に
は
、
畠
村
に
置
か
れ
た

割わ
り
も
と元
名
主
と
い
う
大
垣
新
田
藩
畠
村
陣
屋

が
支
配
し
て
い
た
三
河
の
11
カ
村
（
畠
・

向
山
・
古
田
・
亀
山
・
日
出
・
伊
川
津
村

な
ど
）
を
ま
と
め
る
役
目
の
人
が
書
い
て

　
「
天
気
能よ

シ
彼
岸
中
日･･･

雨
乞　

照

リ
続
ク
麦
作
ノ
疵き
ず
ヲ
村
中
心
配
シ
雨
乞
ヲ

願
ヒ
申
シ
出
候
ニ
付
、
今
日
ヨ
リ　
氏
神

様
エ
朝
暮
ニ
御
燈と
う

明み
ょ
う

祢ね

ぎ宜
エ
申
シ
入
レ

候
并あ
わ
セ
テ
潮
音
寺
エ
祈
祷
願
ヒ
込
ミ
候
…

（
以
下
略
）」　

　

続
く
、
２
月
18
日
に
は
、「
今
朝
沢
山

ニ
潤
雨
有
之
、
遊
日
い
た
し
、
村
役
人
并あ
わ

セ
テ
五
人
組
氏
神
エ
参
詣
、
潮
音
寺
エ
も

礼
ニ
罷ま
か

リ
出い

デ
候･･･

（
以
下
略
）」
と

あ
り
、
16
日
以
前
の
記
載
か
ら
１
月
18
日

以
来
雨
が
降
っ
て
い
な
い
た
め
雨
乞
い
を

し
た
結
果
、
そ
の
２
日
後
に
雨
が
降
り
お

礼
を
し
た
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

当
時
の
水
不
足
は
、
今
よ
り
も
か
な
り
深

刻
で
あ
り
、
こ
の
日
記
の
中
に
は
、
度
々

雨
乞
い
の
記
録
が
出
て
き
ま
す
。

　
現
在
、
こ
の
日
記
は
、
渥
美
郷
土
資
料

館
に
お
い
て
翻
刻
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
田
原
に
は
『
田
原
藩
日
記
』（
田
原

市
指
定
文
化
財
）
が
、
福
江
に
は
『
畠
村

萬
附
留
日
記
』
が
あ
り
、
ど
ち
ら
も
市
内

に
残
さ
れ
た
貴
重
な
文
化
財
で
す
。

※
『
畠
村
萬
附
留
日
記
翻
刻
記
録
集
‐
慶

応
三
年
「
畠
村
萬
附
留
日
記
」
抄
録
‐
』

を
発
刊
し
ま
し
た
。
一
冊
１
０
０
０
円

で
田
原
市
博
物
館
、
渥
美
郷
土
資
料
館

で
販
売
中
で
す
。（
学
芸
員　
天
野
敏
規
）

い
た
こ
と
が
分
か
る
日
記
も
あ
る
の
で
す

が
、
各
年
と
も
こ
の
役
目
の
人
が
書
い
て

い
た
と
い
う
記
載
が
無
く
不
明
で
す
。

　

こ
の
日
記
に
は
、
毎
日
の
天
気
か
ら
、

火
事
や
泥
棒
、
祭
事
、
凶
事
、
戊
申
戦
争

に
敗
れ
た
幕
府
方
が
逃
げ
て
き
た
と
い
う

大
事
件
ま
で
、
村
に
起
こ
っ
た
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
畠
村
で
は
、
名
主
・
組
頭
、

重お
も
だ
ち立
衆
（
村
の
有
力
者
）
と
い
っ
た
人
が

村
を
取
り
仕
切
り
、
祭
り
で
は
若
者
組
が

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
た
こ
と
も
分
か

り
ま
す
。
そ
し
て
会
合
後
に
は
必
ず
酒
席

が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
こ
で
解
決

で
き
な
い
問
題
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

小こ
ま
え前
衆
と
い
う
一
般
の
百
姓
を
交
え
て
何

日
も
解
決
策
を
話
し
合
っ
た
よ
う
で
す
。

　

そ
ん
な
『
萬
附
留
日
記
』
の
慶
応
３

（
１
８
６
７
）
年
２
月
16
日
に
、
次
の
よ

う
な
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
し
た
。

▲『畠村萬附留日記』 慶応4年・明治
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